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交通機関
大牟田駅から西鉄バス⑮番高専行
所要時間約20分・約５Km
●印　高専案内標識

KITTE博多

博多口
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　合格通知書・入学確約書・入学説明会案内等の郵送に使用しますので、入学志願票の「志願者欄」

に記入した現住所を記入してください。家庭の事情により不在が多い場合は、代わりに受領できる方

の住所を記入してください。例えば、中学校(特定の教諭)気付等が考えられます。

　願書提出後に住所等に変更がありましたら、速やかに学生課教務係へ連絡してください。

合格通知用宛名票　

　生徒指導要録に基づき下記のことを遵守のうえ、作成してください。

(1) 様式はＡ３サイズ（片面印刷）１枚、記載事項は公立高等学校入学者選抜の際に作成する調査書

　　と同一にし、出席日数は12月末時点で作成ください。

　　　ただし、記載事項に第1学年から第3学年までの評定値があること。記載がない様式の場合は、

　　福岡県の調査書様式を使用すること。

(2) 推薦選抜志願者においては、第2学年および第3学年の評定値の合計が2ページの出願資格を満たし

　　ているか確認してください。

調査書作成上の注意

　在籍学校長が作成したものを1部提出してください。

(1) 様式は、公立高等学校入学者選抜の際に作成する評定一覧表と同一にしてください。成績は学年

　　全生徒について記載し、氏名は本校受検者のみ表示してください。学年全生徒の氏名を記載する

　　場合は、本校受検者に蛍光ペン等で必ず印をつけてください。

　　　なお、評定分布表の提出は必要ありません。

(2) 提出期限　　平成31年2月6日(水)　午後4時まで（出願書類に同封可）

(3) 提 出 先　　〒836-8585　福岡県大牟田市東萩尾町150

　　　　　　　　　　　　　　有明工業高等専門学校　学生課教務係

評定一覧表（学習成績一覧表）

３ 身体に障がい等のある入学志願者の事前相談について

　本校に入学を志願する人で、身体に障がい等(視覚障がい、聴覚障がい、肢体不自由、病弱、アレル

ギー等)があり、受検上および修学上（入寮希望者は寮生活を含む）特別な配慮を必要とする場合は、

下記の方法で必ず事前相談してください。

　　①　相談時期　

　　　　　平成30年11月末日まで

　　②　相談方法　

　　　　　医師の診断書または身体障害者手帳の写しと必要事項を記載した申請書(様式自由)を提出

　　　　してください。必要な場合は、本校において志願者および保護者・学校関係者との面談を行

　　　　うことがあります。

　　　　　なお、申請書は原則として中学校を経由して提出してください。

　　＜申請書記載事項＞

　　　(ア) 氏名、選抜区分、入寮希望の有無

　　　(イ) 障がい等の種類、程度

　　　(ウ) 受検上特別の配慮を希望する事項

　　　(エ) 修学上特別の配慮を希望する事項

　　　(オ) 在籍学校で取られていた特別の措置　

　　　(カ) 日常生活の状況
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 ４ 入試成績開示について

　学力選抜の受検者が希望する場合、次のように入試成績の開示を行います。申請手続きによる手数

料の徴収はありません。

(1) 申請者　　 

　　「学力選抜」の受検者本人に限ります。(代理人による申請は認めません。)

(2) 開示内容

　　① 学力検査の科目別得点

　　② 総得点(学力検査の得点と調査書の評価点の合計点)

　　③ 合格最低総得点

(3) 申請期間

　　　平成31年３月７日(木)から平成31年４月末日までとします。

　　　(窓口受付時間は、土・日・祝日を除く平日の9：00～16：45)

(4) 申請に必要な書類

　　・入試成績開示申請書(本校ホームページの「入試情報」からダウンロード可能)

　　・受検票(コピーは不可)

　　・返信用封筒(長型3号)の封筒に、入学願書に記載の郵便番号・住所と本人氏名を明記の上、242円

　　　分の切手を貼り付けてください。

(5) 申請方法

　　　申請は、上記(4)の書類を、受検生本人が窓口に直接提出するか、学生課教務係に郵送してくだ

　　さい。

(6）開示方法

　　　本校所定の様式により、申請の際に提出された返信用封筒を使用し、郵送により開示します。

　　　(発送は準備が整い次第行いますが、２週間程度日数がかかる場合があります。）

個人情報の保護について 

入学志願者から提出された関係書類に記載されている情報および選抜に用いた成績・評価など取得し

た個人情報は、入学者選抜の資料としての利用および次の目的以外には使用しません。 
  (１)  入学後の教育・指導および緊急連絡先 
  (２) 入学料・授業料の免除申請の審査 

  (３) 奨学金申請の審査 

(４) 本校および国立高等専門学校全体の教育制度・入学者選抜制度の改善のための調査・研究 
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4 各系・コースの養成する人材像       

 創造工学科は、エネルギーコース、応用化学コース、環境生命コースからなる環境・エネルギー

工学系およびメカニクスコース、情報システムコース、建築コースからなる人間・福祉工学系の２

系・６コースで構成されています。       

   

（1）環境・エネルギー工学系  

自然と向き合い、環境問題、エネルギー問題および食糧問題などの諸課題に取り組む技術者の育成 

           

・エネルギーコース 

1) エネルギー関連工学に関する基礎学力および基礎技術力をもつ技術者の育成 

2) エネルギーの発生・変換に関する知識と技術を駆使し、持続可能な社会を築くために貢献でき 

る実践的技術者の育成 

3) エネルギー生産と消費の現状に関する知識を身につけ、エネルギー問題などの世界的社会ニー 

ズに対応できる技術者の育成        

  

・応用化学コース 

1) 応用化学に関する基礎学力および基礎技術力をもつ技術者の育成 

2) 自然環境の諸課題に対する化学の役割を認識し、これらの解決に貢献できる実践的技術者の育成 

3) 化学に関連する幅広い工学基礎知識を身につけ、環境問題などの地球規模の社会ニーズに対応 

できる技術者の育成  

          

・環境生命コース 

1) 環境工学や生命工学に関する基礎学力および基礎技術力をもつ技術者の育成 

2) 生体分子および生命現象を理解し、その知識を利用することでさまざまな地球環境問題に貢献 

できる実践的技術者の育成 

3) 環境や生命に関連する幅広い工学基礎知識を身につけ、食糧問題などの多様化する社会ニーズ 

に対応できる技術者の育成 

 

          

（2）人間・福祉工学系 
人々の生活の質の向上を目指して、都市問題、高齢化社会問題などの諸課題に取り組む技術者の育成

          

・メカニクスコース  

1) 機械工学に関する基礎学力および基礎技術力をもつ技術者の育成 

2) 人間社会と知能機械の共存による福祉社会の実現を認識し、インテリジェントな機械技術を駆 

使して社会問題に貢献できる実践的技術者の育成 

3) 機械工学に関連する福祉工学やエレクトロニクスの基礎知識を身につけ、高齢化社会問題など 

の地域社会ニーズに対応できる技術者の育成 

          

・情報システムコース 
1) 情報システムに関する基礎学力および基礎技術力をもつ技術者の育成 

2) 情報システムの構築を通して人々の生活の質の向上に貢献できる実践的技術者の育成 

3) 情報システムとその周辺分野の知識を身につけ、人間社会の情報通信技術ニーズに対応できる 

技術者の育成 

          

・建築コース 
1) 建築に関する基礎学力および基礎技術力をもつ技術者の育成 

2) 建築学と人間社会の関連を認識し、安全で、豊かで、魅力的な人々の生活環境を創造すること 

に貢献できる実践的技術者の育成 

の育成

3) 建築学と関連工学分野の知識を身につけ、都市問題などの地域社会ニーズに対応できる技術者 
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５  教育課程  
授業科目は、一般科目と専門科目に分かれており、以下のとおりを予定しています。 

 

 
文 学 Ⅰ 工学基礎Ⅰ 工学基礎Ⅱ 工学基礎Ⅲ 情報リテラシーⅠ 情報リテラシーⅡ

文 学 Ⅱ 地　元　学 製　　　図 応用数学Ⅰ 応用数学Ⅱ 応用物理学

文 学 Ⅲ 技術者倫理 創造工学実験実習 専門基礎演習 専門創造演習 創造設計基礎演習

日本語コミュニケーシ ョン 課題研究Ⅰ 課題研究Ⅱ 卒業研究Ⅰ 卒業研究Ⅱ

基 礎 数 学

基 礎 解 析 学

解 析 学 Ⅰ

解 析 学 Ⅱ 応 用 化 学 コ ー ス 環 境 生 命 コ ー ス メ カ ニ ク ス コ ー ス 情報システ ムコ ース 建 築 コ ー ス

代 数 ・ 幾 何 Ⅰ 化 学 基 礎 化 学 基 礎 も の づ く り 基 礎 Ⅰ プ ロ グ ラ ミ ン グ Ⅰ 建 築 設 計 演 習 Ⅰ

代 数 ・ 幾 何 Ⅱ 分 析 化 学 分 析 化 学 も の づ く り 基 礎 Ⅱ プ ロ グ ラ ミ ン グ Ⅱ 建 築 設 計 演 習 Ⅱ

統 計 学 無 機 化 学 Ⅰ 無 機 化 学 Ⅰ 機 械 基 礎 製 図 Ⅰ 情 報 処 理 シ ス テ ム 建 築 設 計 演 習 Ⅲ

理 科 基 礎 無 機 化 学 Ⅱ 無 機 化 学 Ⅱ 機 械 基 礎 製 図 Ⅱ ア ル ゴ リ ズ ム Ⅰ 建 築 設 計 演 習 Ⅳ

基 礎 物 理 学 Ⅰ 有 機 化 学 Ⅰ 有 機 化 学 Ⅰ 創 造 設 計 演 習 Ⅰ ア ル ゴ リ ズ ム Ⅱ 建 築 構 法

基 礎 物 理 学 Ⅱ 有 機 化 学 Ⅱ 有 機 化 学 Ⅱ 創 造 設 計 演 習 Ⅱ 離 散 数 学 Ⅰ 住 環 境 計 画

化 学 Ⅰ 有 機 化 学 Ⅲ 物 理 化 学 Ⅰ 材 料 力 学 Ⅰ 離 散 数 学 Ⅱ 建 築 環 境 工 学 Ⅰ

化 学 Ⅱ 物 理 化 学 Ⅰ 物 理 化 学 Ⅱ 熱 力 学 数 値 計 算 法 Ⅰ 建 築 環 境 工 学 Ⅱ

現 代 社 会 Ⅰ 物 理 化 学 Ⅱ 物 理 化 学 Ⅲ 水 力 学 システ ムプ ログ ラム 構 造 力 学 Ⅰ

現 代 社 会 Ⅱ 物 理 化 学 Ⅲ 生 物 化 学 Ⅰ 計 測 制 御 Ⅰ 情 報 ネ ッ ト ワ ー ク 構 造 力 学 Ⅱ

地 理 学 物 理 化 学 Ⅳ 生 物 化 学 Ⅱ 計 測 制 御 Ⅱ 情報シ ステ ム演 習Ⅰ 構 造 力 学 Ⅲ

歴 史 学 Ⅰ 生 物 化 学 Ⅰ 化 学 工 学 基 礎 メカトロニクス基礎Ⅰ 情報シ ステ ム演 習Ⅱ 建 築 計 画 Ⅰ

保 健 生 物 化 学 Ⅱ 化 学 工 学 メカトロニクス基礎Ⅱ 情報シ ステ ム演 習Ⅲ 建 築 計 画 Ⅱ

体 育 Ⅰ 化 学 工 学 基 礎 機 器 分 析 学 Ⅰ 専 門 工 学 実 験 Ⅰ 情報シ ステ ム演 習Ⅳ 日 本 建 築 史

体 育 Ⅱ 化 学 工 学 材 料 化 学 専 門 工 学 実 験 Ⅱ 電 気 電 子 工 学 基 礎 西 洋 建 築 史

英 語 Ⅰ 機 器 分 析 学 Ⅰ 高 分 子 化 学 Ⅰ 専 門 工 学 実 験 Ⅲ 電 気 電 子 工 学 演 習 建 築 材 料 Ⅰ

英 語 Ⅱ 材 料 化 学 生 物 工 学 基 礎 論 理 回 路 建 築 材 料 Ⅱ

英 語 Ⅲ 高 分 子 化 学 Ⅰ 生 物 工 学 コンピュータアーキテクチャⅠ 材 料 力 学

英 語 Ⅳ 生 物 工 学 基 礎 微 生 物 工 学 コンピュータアーキテクチャⅡ 都 市 計 画

英 語 Ａ 生 物 工 学 生 物 反 応 工 学 電 気 回 路 Ⅰ 鋼 構 造 Ⅰ

英 語 Ｂ 微 生 物 工 学 プ ロ セ ス シ ス テ ム 工 学 電 気 回 路 Ⅱ 鋼 構 造 Ⅱ

英語コミ ュニケーションＡ 反 応 工 学 生 物 物 理 化 学 電 子 回 路 Ⅰ 鉄筋コンクリート構造Ⅰ

英語コミ ュニケーションＢ プ ロ セ ス シ ス テ ム 工学 生 物 有 機 化 学 電 子 回 路 Ⅱ 鉄筋コンクリート構造Ⅱ

ア カ デ ミ ッ ク ス キ ル 基 礎 生 物 半 導 体 工 学 建 築 材 料 実 験

応 用 化 学 基 礎 実 験 生 物 工 学 実 験 電 子 工 学 実 験 Ⅰ 建 築 設 備 Ⅰ

応 用 化 学 実 験 Ⅰ 環 境 生 命 実 験 Ⅰ 電 子 工 学 実 験 Ⅱ 建 築 設 備 Ⅱ

応 用 化 学 実 験 Ⅱ 環 境 生 命 実 験 Ⅱ 電 子 工 学 実 験 Ⅲ 構 造 計 画

応 用 化 学 実 験 Ⅲ 環 境 生 命 実 験 Ⅲ 組み込みシステム実験Ⅰ 建 築 生 産

応 用 化 学 実 験 Ⅳ 環 境 生 命 実 験 Ⅳ 組み込みシステム実験Ⅱ 建 築 実 験 実 習

応 用 化 学 総 合 実 験 環 境 生 命 基 礎 実 験 建 築 法 規

建 築 振 動 学

基 礎 構 造

卒 業 設 計

設 備 設 計 演 習

構 造 設 計 演 習

福 祉 環 境 計 画

文 学 特 講 Ⅰ 応 用 化 学 演 習 Ⅰ 生 物 工 学 演 習 Ⅰ 材 料 学 Ⅰ ソ フ ト ウ ェ ア 工 学 空 間 デ ザ イ ン

文 学 特 講 Ⅱ 応 用 化 学 演 習 Ⅱ 生 物 工 学 演 習 Ⅱ 材 料 学 Ⅱ 人 工 知 能 建 築 デ ザ イ ン

日 本 語 の 表 現 技 法 Ⅰ 応 用 化 学 演 習 Ⅲ 酵 素 化 学 材 料 学 Ⅲ コ ン パ イ ラ 建 築 設 計 演 習 Ⅴ

日 本 語 の 表 現 技 法 Ⅱ 化 学 英 語 生 態 学 材 料 力 学 Ⅱ デ ー タ ベ ー ス 近 代 建 築 史

数 学 特 講 Basic 環 境 化 学 食 品 工 学 材 料 力 学 Ⅲ 情 報 理 論 Ⅰ 都 市 デ ザ イ ン

数 学 特 講 Advanced 工 業 材 料 細 胞 生 物 学 流 体 力 学 情 報 理 論 Ⅱ ユニバーサルデザイン

代 数 学 特 講 機 能 材 料 工 学 Ⅰ 遺 伝 子 工 学 伝 熱 工 学 数 値 計 算 法 Ⅱ

複 素 関 数 論 高 分 子 化 学 Ⅱ 環 境 化 学 精 密 加 工 電 磁 気 学

ベ ク ト ル 解 析 機 器 分 析 学 Ⅱ 機 器 分 析 学 Ⅱ 溶 融 加 工 制 御 工 学 Ⅰ

フ ー リ エ 解 析 機 械 工 学 基 礎 Ⅰ 機 械 工 学 基 礎 Ⅰ 機 構 と 要 素 制 御 工 学 Ⅱ

英語コミ ュニケーションⅠ 機 械 工 学 基 礎 Ⅱ 機 械 工 学 基 礎 Ⅱ 機 械 要 素 設 計 信 号 処 理

英語コミ ュニケーションⅡ 電 気 工 学 基 礎 Ⅰ 電 気 工 学 基 礎 Ⅰ コ ン ピ ュ ー タ 工 学 通 信 工 学

第 二 外 国 語 電 気 工 学 基 礎 Ⅱ 電 気 工 学 基 礎 Ⅱ 数 値 計 算 法

一 般 技 術 英 語 品 質 管 理 品 質 管 理 工 業 英 語

物 理 学 特 講 電 気 電 子 工 学 Ⅰ

化 学 特 講 電 気 電 子 工 学 Ⅱ

社 会 科 学 流 体 工 学

歴 史 学 Ⅱ 内 燃 機 関

人 間 科 学 機 械 力 学

国 際 文 化 基 礎 塑 性 力 学

環 境 科 学 計 測 制 御 Ⅲ

地 球 環 境 メカト ロニ クス 応用

音 楽 ・ 美 術 シ ス テ ム 制 御 工 学

体 育 Ａ 生 産 シ ス テ ム 工 学

体 育 Ｂ

体 育 Ⅲ

学 外 実 習 学 外 実 習 学 外 実 習 学 外 実 習 学 外 実 習

内 燃 機 関

数 値 計 算 法

信 号 処 理

物 理 化 学 概 論

電 気 法 規

学 外 実 習

信 頼 性 工 学

熱 力 学

水 力 学

伝 熱 工 学

流 体 工 学

制 御 工 学 Ⅱ

高 電 圧 工 学

パワーエレクトロニクス

エ ネ ル ギ ー 資 源

エ ネ ル ギ ー 応 用

エ ネ ル ギ ー シ ス テ ム

電 気 電 子 設 計

エ ネ ル ギ ー 工 学 演 習

エネルギー工学実験Ⅰ

エネルギー工学実験Ⅱ

エネルギー工学実験Ⅲ

デ ィ ジ タ ル 回 路

情 報 処 理 Ⅰ

情 報 処 理 Ⅱ

計 算 機 工 学

電 気 電 子 材 料

電 力 発 生 工 学

電 力 輸 送 工 学

電 子 工 学

電 子 デ バ イ ス 工 学

電 子 回 路 Ⅰ

電 子 回 路 Ⅱ

基 礎 通 信 工 学

制 御 工 学 Ⅰ

基 礎 電 気 磁 気 学

電 気 磁 気 学 Ⅰ

電 気 磁 気 学 Ⅱ

電 気 電 子 計 測

電 気 機 器

エ ネ ル ギ ー 変 換 工 学

選

択

科

目

授業外科目

環境工学 エネルギー工学 高齢者福祉論 福祉人間工学

エネルギーコース

基 礎 電 気 回 路

電 気 回 路 Ⅰ

電 気 回 路 Ⅱ

情報福祉工学環境エネルギー工学概論

一般科目

人 間 ・ 福 祉 工 学 系

必

修

科

目

共
通

専        門        科       目

環 境 ・ エ ネ ル ギ ー 工 学 系
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７ 卒業後の進路  

(1) 就職  

   本校は、昭和 43年３月から卒業生を送り出し、多くの卒業生が産業界で活躍しています。 

    例年数多くの会社から求人があり、就職希望者の就職率は毎年ほぼ 100％です。 

 

過 去 ３ 年 の 卒 業 生 の 主 な 就 職 先 

 

(2) 進学  

    卒業後、もっと勉強を望む学生のために高専専攻科への進学や４年制大学３年次への編入学

の道が開かれています。最近５年間の状況は次の表のとおりです。 

 

卒 業 生 の 主 な 進 学 先 
進学年度

大学名
年度 年度 年度 年度 年度

有明高専専攻科

その他の高専専攻科

豊橋技術科学大学

九 州 大 学

九 州 工 業 大 学

北 九 州 市 立 大

佐 賀 大 学

熊 本 大 学

大 分 大 学

宮 崎 大 学

鹿 児 島 大 学

東 京 工 業 大 学

そ の 他

合 計

株 ＩＨＩ，旭化成 株 ， 株 イシモク･コーポレーション，出光興産 株 ，岩谷瓦斯 株

ＡＮＡラインメンテナンステクニクス 株 ，ＮＳプラント設計 株 ， 株 ＮＴＴフィールドテクノ

株 ＮＴＴファシリティーズ九州，株 ＮＴＴ－ＭＥ，株 大林組，花王 株 ，鹿島クレス 株 ，関西電力 株

木村情報技術 株 ，キヤノン 株 ，九州電力 株 ， 株 キューハウ，京セラ 株 ，キリンビール 株

国立印刷局，コニカミノルタビジネスソリューションズ 株 ，三洋化成工業 株 ，ＪＸＴＧエネルギー 株

ＪＦＥスチール 株 西日本製鉄所， 株 シマノ，清水建設 株 ，ジャパンマリンユナイテッド 株

シャープ 株 ，ジョンソンコントロールズ 株 ，新日鐵住金 株 ，新日本空調 株 ，新菱冷熱工業 株

セイコーエプソン 株 ， 株 ソフトサービス，ダイキン工業（株），大日精化工業 株 ， 株 ＴＡＫ－ＱＳ

高砂熱学工業 株 ， 株 竹中工務店，武田薬品工業 株 ，中外製薬工業 株 ，ＤＩＣ 株 ，デンカ 株

東海旅客鉄道 株 ，東京ガス 株 ，東芝ＩＴサービス 株 ，ＴＯＴＯ 株 ，東レ 株 ，戸田建設 株

トヨタ自動車 株 ， 株 ニッセイコム，西日本旅客鉄道 株 ， 株 日本触媒，日本たばこ産業 株

日本電子 株 ，ニプロ 株 ，ＮＥＸＣＯ西日本 株 ，浜松ホトニクス 株 ， 株 日立ハイテク九州

ファナック 株 ， 株 フジタ， 有 福岡構造，福岡市役所，富士電機 株 ， 株 ブリヂストン

本田技研工業 株 ， 株 マツダ ，三井化学 株 ，三菱重工業 株 ， 株 明治， 株 メンバーズ

山崎製パン 株 ，ヤンマー建機 株 ，ユニチカ 株 ，横川電機 株 ，ライオン 株 ，ローム 株 ，若築建設 株
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